
標準財政規模比（％）

区分
年度 H18 H19 H20 H21 H22

11.53 11.10 10.35 9.54 11.31

3.72 4.10 3.84 4.27 3.43

▲ 0.76 ▲ 1.65 ▲ 2.08 ▲ 0.57 0.80

財政調整基金残高

実質単年度収支

実質収支額
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分析欄
・財政調整基金残高は標準財政規模の１１％を目途に１５億円を目標としている。平成２

０年度と平成２１年度は補償金免除繰上償還の効果をあげるため，財政調整基金を取

り崩して，一括償還をおこなったため１３億円程度まで減額となったが，平成２２年度で

は１６億円に回復した。

・実質収支については３億円後半から４億円前半の間で推移しており，大きな変動はな

いが，平成２２年度については，東日本大震災の影響による建設資材の高騰の影響を

考慮して，翌年度に繰り越す財源を増額させたため，例年より減額となっている。

・実質単年度収支については，平成２１年度から増額し，平成２２年度ではプラスとなっ
た。地方交付税の増額や国の経済対策により，財源不足額が減少したことが主な要因
と考えられる。

（5）実質収支比率等に係る経年分析（市町村） 平成22年度 岡山県笠岡市
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